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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 酵 素 を 失 活 さ せ る 工 程 を 経 た 茶 葉 を 搬 送 し つ つ 乾 燥 さ せ て 碾 茶 を 得 る た め の 碾 茶 の 乾 燥  
装 置 に お い て 、
　 茶 葉 の 乾 燥 部 が 煉 瓦 で 構 成 さ れ る と と も に 、 搬 送 過 程 の 茶 葉 に 対 し て 前 記 煉 瓦 か ら の 輻  
射 熱 を 加 え て 乾 燥 さ せ る 煉 瓦 碾 茶 炉 か ら 成 り 、 風 に よ る 乾 燥 よ り も 熱 に よ る 乾 燥 効 果 が 高  
く 設 定 さ れ た 第 １ 乾 燥 装 置 と 、
　 搬 送 過 程 の 茶 葉 に 対 し て 風 を 当 て て 乾 燥 さ せ 、 熱 に よ る 乾 燥 よ り も 風 に よ る 乾 燥 効 果 が  
高 く 設 定 さ れ た 第 ２ 乾 燥 装 置 と 、
を 有 し 、 前 記 第 １ 乾 燥 装 置 に よ る 乾 燥 後 、 前 記 第 ２ 乾 燥 装 置 に よ る 乾 燥 を 行 わ せ る も の と  
さ れ 、 且 つ 、 前 記 第 １ 乾 燥 装 置 の 乾 燥 部 内 に は 、 上 下 方 向 に 並 行 し て ２ 段 形 成 さ れ て １ 段  
目 か ら ２ 段 目 に 茶 葉 を 搬 送 す る 搬 送 路 と 、 前 記 第 １ 段 目 及 び 第 ２ 段 目 の 搬 送 路 に 対 し て 並  
行 状 態 で 延 設 さ れ る と と も に バ ー ナ に よ り 加 熱 さ れ て 前 記 煉 瓦 に 輻 射 熱 を 生 じ さ せ る 煙 導  
と 、 が 配 設 さ れ 、 １ 段 目 の 前 記 搬 送 路 の 方 が ２ 段 目 の 前 記 搬 送 路 よ り 前 記 煙 導 に 近 接 し た  
位 置 で 延 設 さ れ る こ と に よ り １ 段 目 の 前 記 搬 送 路 の 方 が ２ 段 目 の 前 記 搬 送 路 よ り 温 度 が 高  
く 設 定 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 碾 茶 の 乾 燥 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 １ 段 目 の 搬 送 路 に お い て ２ １ ０ ～ ２ ３ ０ ℃ 、 前 記 ２ 段 目 の 搬 送 路 に お い て １ ２ ０ ℃  
の 温 度 に 設 定 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 碾 茶 の 乾 燥 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】

請求項の数　5　（全11頁）
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　 前 記 煉 瓦 碾 茶 炉 の 茶 葉 の 投 入 側 に は 、 茶 葉 の 重 な り を 解 す 解 し 手 段 が 配 設 さ れ た こ と を  
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 碾 茶 の 乾 燥 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ 乾 燥 装 置 は 、 茶 葉 の 乾 燥 部 に 熱 風 又 は 加 湿 熱 風 を 噴 出 可 能 と さ れ る と と も に 、  
当 該 熱 風 を 搬 送 過 程 の 茶 葉 に 当 て て 乾 燥 さ せ る ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る  
請 求 項 １ 記 載 の 碾 茶 の 乾 燥 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ 乾 燥 装 置 は 、 茶 葉 の 乾 燥 部 に 過 熱 蒸 気 を 噴 出 可 能 と さ れ る と と も に 、 当 該 過 熱  
蒸 気 を 搬 送 過 程 の 茶 葉 に 当 て て 乾 燥 さ せ る ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求  
項 １ 記 載 の 碾 茶 の 乾 燥 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 茶 葉 を 乾 燥 し て 碾 茶 を 得 る た め の 碾 茶 の 乾 燥 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 主 に 抹 茶 の 原 料 と さ れ る 碾 茶 は 、 収 穫 前 に 被 覆 し て 所 定 期 間 遮 光 し た 茶 葉 を 蒸 し 、 揉 ま  
ず に 乾 燥 さ せ る こ と に よ り 得 ら れ 、 主 に 抹 茶 の 原 料 と し て 用 い ら れ る も の で 、 そ の 香 気 は  
独 特 の 覆 い 香 が あ り 、 適 度 に 香 ば し い も の と さ れ て い る 。 特 に 、 碾 茶 は 、 茶 葉 の 中 で も テ  
ア ニ ン と い う ア ミ ノ 酸 の 一 種 （ グ ル タ ミ ン 酸 の 誘 導 体 ） を 多 く 含 む こ と か ら 、 リ ラ ッ ク ス  
効 果 及 び 集 中 力 を 高 め る 効 果 が あ る 。 こ の よ う な 碾 茶 を 連 続 的 に 加 工 し て 大 量 生 産 可 能 な  
加 工 装 置 （ 碾 茶 炉 ） と し て 、 従 来 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る も の が 提 案 さ れ て  
い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ３ － ２ ２ ３ ４ ４ １ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 技 術 の よ う な ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 に お い て は 、 連 続 的 に 搬 送 さ れ る  
茶 葉 に 対 し て 撹 拌 し つ つ 熱 風 を 当 て る こ と に よ り 碾 茶 を 加 工 し て い る の で 、 古 来 よ り 用 い  
ら れ て い た 煉 瓦 作 り の 乾 燥 装 置 （ 煉 瓦 碾 茶 炉 ） に て 碾 茶 を 乾 燥 す る も の に 比 べ 、 碾 茶 本 来  
の 独 特 な 香 気 が 足 り な い と い う 問 題 が あ っ た 。 一 方 、 古 来 よ り 用 い ら れ て い た 煉 瓦 碾 茶 炉  
に よ り 茶 葉 を 乾 燥 さ せ て 碾 茶 を 得 る 場 合 、 碾 茶 本 来 の 独 特 な 香 気 を 十 分 に 得 る こ と が で き  
る も の の 、 風 に よ る 乾 燥 効 果 が ほ と ん ど な く 、 熱 を 加 え る 乾 燥 の た め 乾 燥 効 率 が 悪 い こ と  
か ら 、 ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 に 比 べ て 、 単 位 時 間 当 た り の 乾 燥 処 理 量 を 増 加 さ せ る こ と が で き な  
い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 単 位 時 間 当 た り の 乾 燥 処 理 量 を 増  
加 さ せ つ つ 碾 茶 本 来 の 独 特 な 香 気 を 十 分 に 得 る こ と が で き る 碾 茶 の 乾 燥 装 置 を 提 供 す る こ  
と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 酵 素 を 失 活 さ せ る 工 程 を 経 た 茶 葉 を 搬 送 し つ つ 乾 燥 さ せ て 碾 茶  
を 得 る た め の 碾 茶 の 乾 燥 装 置 に お い て 、 茶 葉 の 乾 燥 部 が 煉 瓦 で 構 成 さ れ る と と も に 、 搬 送  
過 程 の 茶 葉 に 対 し て 前 記 煉 瓦 か ら の 輻 射 熱 を 加 え て 乾 燥 さ せ る 煉 瓦 碾 茶 炉 か ら 成 り 、 風 に  
よ る 乾 燥 よ り も 熱 に よ る 乾 燥 効 果 が 高 く 設 定 さ れ た 第 １ 乾 燥 装 置 と 、 搬 送 過 程 の 茶 葉 に 対  
し て 風 を 当 て て 乾 燥 さ せ 、 熱 に よ る 乾 燥 よ り も 風 に よ る 乾 燥 効 果 が 高 く 設 定 さ れ た 第 ２ 乾  
燥 装 置 と 、 を 有 し 、 前 記 第 １ 乾 燥 装 置 に よ る 乾 燥 後 、 前 記 第 ２ 乾 燥 装 置 に よ る 乾 燥 を 行 わ  
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せ る も の と さ れ 、 且 つ 、 前 記 第 １ 乾 燥 装 置 の 乾 燥 部 内 に は 、 上 下 方 向 に 並 行 し て ２ 段 形 成  
さ れ て １ 段 目 か ら ２ 段 目 に 茶 葉 を 搬 送 す る 搬 送 路 と 、 前 記 第 １ 段 目 及 び 第 ２ 段 目 の 搬 送 路  
に 対 し て 並 行 状 態 で 延 設 さ れ る と と も に バ ー ナ に よ り 加 熱 さ れ て 前 記 煉 瓦 に 輻 射 熱 を 生 じ  
さ せ る 煙 導 と 、 が 配 設 さ れ 、 １ 段 目 の 前 記 搬 送 路 の 方 が ２ 段 目 の 前 記 搬 送 路 よ り 前 記 煙 導  
に 近 接 し た 位 置 で 延 設 さ れ る こ と に よ り １ 段 目 の 前 記 搬 送 路 の 方 が ２ 段 目 の 前 記 搬 送 路 よ  
り 温 度 が 高 く 設 定 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 碾 茶 の 乾 燥 装 置 に お い て 、 前 記 １ 段 目 の 搬 送 路  
に お い て ２ １ ０ ～ ２ ３ ０ ℃ 、 前 記 ２ 段 目 の 搬 送 路 に お い て １ ２ ０ ℃ の 温 度 に 設 定 さ れ た こ  
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 碾 茶 の 乾 燥 装 置 に お い て 、 前 記 煉 瓦 碾 茶 炉 の 茶  
葉 の 投 入 側 に は 、 茶 葉 の 重 な り を 解 す 解 し 手 段 が 配 設 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 碾 茶 の 乾 燥 装 置 に お い て 、 前 記 第 ２ 乾 燥 装 置 は  
、 茶 葉 の 乾 燥 部 に 熱 風 又 は 加 湿 熱 風 を 噴 出 可 能 と さ れ る と と も に 、 当 該 熱 風 を 搬 送 過 程 の  
茶 葉 に 当 て て 乾 燥 さ せ る ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 碾 茶 の 乾 燥 装 置 に お い て 、 前 記 第 ２ 乾 燥 装 置 は  
、 茶 葉 の 乾 燥 部 に 過 熱 蒸 気 を 噴 出 可 能 と さ れ る と と も に 、 当 該 過 熱 蒸 気 を 搬 送 過 程 の 茶 葉  
に 当 て て 乾 燥 さ せ る ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 搬 送 過 程 の 茶 葉 に 対 し て 熱 を 加 え て 乾 燥 さ せ 、 風 に よ る 乾 燥  
よ り も 熱 に よ る 乾 燥 効 果 が 高 く 設 定 さ れ た 第 １ 乾 燥 装 置 と 、 搬 送 過 程 の 茶 葉 に 対 し て 風 を  
当 て て 乾 燥 さ せ 、 熱 に よ る 乾 燥 よ り も 風 に よ る 乾 燥 効 果 が 高 く 設 定 さ れ た 第 ２ 乾 燥 装 置 と
を 有 す る の で 、 単 位 時 間 当 た り の 乾 燥 処 理 量 を 増 加 さ せ つ つ 碾 茶 本 来 の 独 特 な 香 気 を 十 分  
に 得 る こ と が で き る 。
  ま た 、 第 １ 乾 燥 装 置 に よ る 乾 燥 後 、 第 ２ 乾 燥 装 置 に よ る 乾 燥 を 行 わ せ る の で 、 含 有 水 分  
が 多 い 乾 燥 初 期 に お い て 熱 を 加 え る こ と に よ り 、 香 り 成 分 を よ り 多 く 発 生 さ せ る こ と が で  
き る と と も に 、 含 有 水 分 が 少 な い 乾 燥 後 期 に お い て 風 を 当 て る こ と で 、 効 率 的 に 乾 燥 さ せ  
る こ と が で き 、 色 沢 の 劣 化 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
さ ら に 、 第 １ 乾 燥 装 置 は 、 茶 葉 の 乾 燥 部 が 煉 瓦 で 構 成 さ れ る と と も に 、 当 該 煉 瓦 か ら の 輻  
射 熱 を 搬 送 過 程 の 茶 葉 に 加 え て 乾 燥 さ せ る 煉 瓦 碾 茶 炉 か ら 成 る の で 、 古 来 よ り 用 い ら れ て  
い た 煉 瓦 碾 茶 炉 と 同 等 の 独 特 な 香 気 の 碾 茶 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 煉 瓦 碾 茶 炉 の 茶 葉 の 投 入 側 に は 、 茶 葉 の 重 な り を 解 す 解 し 手  
段 が 配 設 さ れ た の で 、 煉 瓦 碾 茶 炉 に よ る 乾 燥 を 確 実 且 つ 円 滑 に 行 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 第 ２ 乾 燥 装 置 は 、 茶 葉 の 乾 燥 部 に 熱 風 又 は 加 湿 熱 風 を 噴 出 可  
能 と さ れ る と と も に 、 当 該 熱 風 を 搬 送 過 程 の 茶 葉 に 当 て て 乾 燥 さ せ る ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 か ら  
成 る の で 、 単 位 時 間 当 た り の 乾 燥 処 理 量 を 増 加 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 第 ２ 乾 燥 装 置 は 、 茶 葉 の 乾 燥 部 に 過 熱 蒸 気 を 噴 出 可 能 と さ れ  
る と と も に 、 当 該 過 熱 蒸 気 を 搬 送 過 程 の 茶 葉 に 当 て て 乾 燥 さ せ る ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 か ら 成 る  
の で 、 単 位 時 間 当 た り の 乾 燥 処 理 量 を 増 加 さ せ つ つ よ り 効 率 的 に 茶 葉 を 乾 燥 さ せ る こ と が  
で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 碾 茶 の 乾 燥 装 置 が 適 用 さ れ る 加 工 ラ イ ン を 示 す 模  
式 図
【 図 ２ 】 同 加 工 ラ イ ン の 煉 瓦 碾 茶 炉 （ 第 １ 乾 燥 装 置 ） を 示 す 側 面 図
【 図 ３ 】 同 加 工 ラ イ ン の ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 （ 第 ２ 乾 燥 装 置 ） を 示 す 側 面 図
【 図 ４ 】 同 ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 を 示 す 平 面 図
【 図 ５ 】 同 ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 の 内 部 構 成 を 示 す 模 式 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 （ 第 ２ 乾 燥 装 置 ） を 示 す 側 面 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 （ 加 湿 熱 風 に よ る 乾 燥 ） に 係 る ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 （ 第 ２  
乾 燥 装 置 ） の 内 部 構 成 を 示 す 模 式 図
【 図 ８ 】 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 （ 過 熱 蒸 気 に よ る 乾 燥 ） に 係 る ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 （ 第 ２  
乾 燥 装 置 ） に 適 用 さ れ る 過 熱 蒸 気 を 発 生 さ せ る 装 置 を 示 す 模 式 図
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 具 体 的 に 説 明 す る 。
　 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 碾 茶 の 乾 燥 装 置 が 適 用 さ れ る 加 工 ラ イ ン は 、 収 穫 前 に 被 覆 し て 所  
定 期 間 遮 光 し た 茶 葉 を 蒸 し 、 揉 ま ず に 乾 燥 し て 碾 茶 を 得 る た め の も の で 、 図 １ に 示 す よ う  
に 、 蒸 機 １ と 、 散 茶 機 ２ と 、 第 １ 乾 燥 工 程 を 行 う 煉 瓦 碾 茶 炉 ３ （ 第 １ 乾 燥 装 置 ） と 、 第 ２  
乾 燥 工 程 を 行 う ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 ４ （ 第 ２ 乾 燥 装 置 ） と 、 つ る 切 り 機 ５ と 、 風 力 選 別 機 ６ と  
、 仕 上 げ 乾 燥 機 ７ と を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 蒸 機 １ は 、 蒸 し 工 程 （ 酵 素 を 失 活 さ せ る 工 程 ） を 行 う た め の も の で 、 給 葉 機 か ら 投 入 さ  
れ た 茶 葉 を 、 蒸 胴 内 で 加 熱 軟 化 さ せ て 物 理 的 変 化 と 化 学 的 変 化 を 付 与 し て 蒸 す こ と に よ り  
酵 素 を 失 活 さ せ 、 そ の 蒸 葉 を 、 ネ ッ ト コ ン ベ ア 等 で 連 続 的 に 搬 送 す る 間 に 、 冷 風 ま た は 温  
風 等 で 冷 却 す る こ と が で き る よ う 構 成 さ れ て い る 。 散 茶 機 ２ （ 解 し 手 段 ） は 、 煉 瓦 碾 茶 炉  
３ の 茶 葉 の 投 入 側 （ 投 入 部 Ａ 側 ） に 配 設 さ れ 、 蒸 機 １ で 蒸 し 工 程 を 経 た 茶 葉 の 重 な り を 解  
し た 後 、 煉 瓦 碾 茶 炉 ３ に 投 入 し 得 る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 煉 瓦 碾 茶 炉 ３ （ 第 １ 乾 燥 装 置 ） 及 び ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 ４ （ 第 ２ 乾 燥 装 置 ） は 、 蒸 し 工 程 を  
経 て 酵 素 を 失 活 さ せ た 茶 葉 を 搬 送 し つ つ 乾 燥 さ せ て 碾 茶 を 得 る も の で 、 本 実 施 形 態 に お い  
て は 、 煉 瓦 碾 茶 炉 ３ （ 第 １ 乾 燥 装 置 ） に よ る 第 １ 乾 燥 工 程 後 、 ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 ４ （ 第 ２ 乾  
燥 装 置 ） に よ る 第 ２ 乾 燥 工 程 が 行 わ れ る よ う に な っ て い る 。 な お 、 本 実 施 形 態 に 係 る 煉 瓦  
碾 茶 炉 ３ に よ る 茶 葉 の 乾 燥 処 理 量 は 、 ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 ４ に よ る 茶 葉 の 乾 燥 処 理 量 よ り 少 な  
い た め 、 煉 瓦 碾 茶 炉 ３ を ２ つ 並 行 に 配 設 さ せ 、 そ れ ら で 茶 葉 を 乾 燥 さ せ た 後 、 １ つ の ネ ッ  
ト 式 碾 茶 炉 ４ に て そ の 後 の 乾 燥 を 行 う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 煉 瓦 碾 茶 炉 ３ （ 第 １ 乾 燥 装 置 ） は 、 搬 送 過 程 の 茶 葉 に 対 し て 熱 を 加 え て 乾 燥 さ せ 、 風 に  
よ る 乾 燥 よ り も 熱 に よ る 乾 燥 効 果 が 高 く 設 定 さ れ た も の で 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 茶 葉 の 乾  
燥 部 Ｂ が 煉 瓦 で 構 成 さ れ る と と も に 、 当 該 煉 瓦 か ら の 輻 射 熱 を 搬 送 過 程 の 茶 葉 に 加 え て 乾  
燥 さ せ る よ う 構 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 に 係 る 煉 瓦 碾 茶 炉 ３ は 、 散 茶 機 ２ で 重 な り が 解  
さ れ た 茶 葉 が 投 入 部 Ａ １ か ら 投 入 さ れ た 後 、 乾 燥 部 Ｂ の 搬 送 帯 Ｗ １ に て 搬 送 す る 過 程 で バ  
ー ナ ８ か ら の 炎 に よ り 加 熱 さ れ た 煙 導 Ｅ に て 蓄 熱 さ れ た 乾 燥 部 Ｂ を 構 成 す る 煉 瓦 で 生 じ た  
輻 射 熱 に て 乾 燥 さ せ 、 排 出 部 Ｃ １ か ら 投 入 部 Ａ ２ に 移 送 さ れ る と と も に 、 再 度 、 乾 燥 部 Ｂ  
の ２ 段 目 の 搬 送 体 Ｗ ２ に て 搬 送 乾 燥 さ せ 排 出 部 Ｃ ２ に て 取 り 出 し 可 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ こ で 、 本 実 施 形 態 に 係 る 煉 瓦 碾 茶 炉 ３ は 、 そ の 搬 送 帯 Ｗ １ 、 Ｗ ２ が 無 端 状 に 形 成 さ れ  
た 部 材 等 に て 構 成 さ れ る と と も に 、 上 下 方 向 に ２ 段 の 搬 送 路 を 有 し て お り 、 １ 段 目 （ 下 段  
） に お い て 約 ２ １ ０ ～ ２ ３ ０ ℃ で ２ ． ５ ～ ３ 分 程 度 乾 燥 さ せ た 後 、 ２ 段 目 （ 上 段 ） に お い  
て 約 １ ２ ０ ℃ で ３ 分 程 度 乾 燥 さ せ る よ う 設 定 さ れ て い る 。 こ の よ う な 条 件 下 で 乾 燥 さ せ る  
こ と に よ り 、 茶 葉 の 色 沢 を 落 と す こ と な く 焙 り 香 を 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 ４ （ 第 ２ 乾 燥 装 置 ） は 、 搬 送 過 程 の 茶 葉 に 対 し て 風 を 当 て て 乾 燥 さ せ 、  
熱 に よ る 乾 燥 よ り も 風 に よ る 乾 燥 効 果 が 高 く 設 定 さ れ た も の で 、 図 ３ ～ ５ に 示 す よ う に 、  
茶 葉 の 乾 燥 部 Ｂ に 熱 風 を 噴 出 可 能 と さ れ る と と も に 、 当 該 熱 風 を 搬 送 過 程 の 茶 葉 に 当 て て  
乾 燥 さ せ る よ う 構 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 に 係 る ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 ４ は 、 煉 瓦 碾 茶 炉 ３ で  
乾 燥 さ れ た 茶 葉 が 、 散 茶 機 ２ に て 解 さ れ 、 投 入 部 Ａ か ら 投 入 さ れ た 後 、 乾 燥 部 Ｂ の 搬 送 帯  
Ｗ に て 搬 送 す る 過 程 で 熱 風 発 生 手 段 ９ で 発 生 し た 熱 風 を 茶 葉 に 当 て る こ と に よ り 乾 燥 さ せ  
、 搬 出 部 Ｃ に て 取 り 出 し 可 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 し か る に 、 煉 瓦 碾 茶 炉 ３ （ 第 １ 乾 燥 装 置 ） が 、 搬 送 過 程 の 茶 葉 に 対 し て 専 ら 熱 を 加 え て  
乾 燥 さ せ る の に 対 し 、 ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 ４ （ 第 ２ 乾 燥 装 置 ） は 、 熱 風 を 当 て て い る の で 熱 も  
加 え て い る が 、 風 に よ る 乾 燥 の 方 が 熱 に よ る 乾 燥 よ り 相 対 的 に 乾 燥 効 果 が 高 い も の と さ れ  
て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 搬 送 帯 Ｗ は 、 無 端 状 に 形 成 さ れ た 部 材 か ら 成 る も の で 、 茶 葉 を 載 置 し つ つ 搬 送 可 能 と さ  
れ て い る 。 熱 風 発 生 手 段 ９ は 、 バ ー ナ 等 の 加 熱 手 段 と フ ァ ン 等 の 送 風 手 段 と を 有 し て 熱 風  
を 調 整 自 在 に 発 生 し 得 る も の で 、 流 路 部 １ ０ を 介 し て 搬 送 帯 Ｗ の 下 方 か ら 熱 風 を 噴 出 し 得  
る よ う 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 ４ に お け る 搬 送 帯 Ｗ の 下 方 の 空 間 に は  
、 図 ５ に 示 す よ う に 、 接 続 部 １ ０ ａ を 介 し て 流 路 部 １ ０ の 先 端 が 接 続 さ れ て お り 、 熱 風 発  
生 手 段 ９ で 発 生 し た 熱 風 を 搬 送 帯 Ｗ で 搬 送 さ れ る 過 程 の 茶 葉 に 当 て て 乾 燥 さ せ る よ う に な  
っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 に 係 る ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 ４ は 、 均 し 手 段 １ １ 及 び 攪 拌 手 段 １ ２ が 取 り  
付 け ら れ て い る 。 均 し 手 段 １ １ は 、 投 入 部 Ａ に お け る 茶 葉 の 搬 送 経 路 上 に 取 り 付 け ら れ 、  
複 数 の 羽 根 （ ブ レ ー ド ） を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 搬 送 帯 Ｗ 上 に 積 層 状 態 に て 載 置 さ れ  
た 搬 送 過 程 の 茶 葉 （ 蒸 葉 ） を 一 定 の 厚 さ に 揃 え る よ う 構 成 さ れ て い る 。 攪 拌 手 段 １ ２ は 、  
乾 燥 部 Ｂ に お け る 茶 葉 の 搬 送 経 路 上 に 取 り 付 け ら れ 、 複 数 の 羽 根 （ ブ レ ー ド ） を 回 転 さ せ  
る こ と に よ っ て 、 搬 送 帯 Ｗ 上 に 積 層 状 態 に て 載 置 さ れ た 搬 送 過 程 の 茶 葉 （ 蒸 葉 ） を 掻 き 上  
げ て 、 茶 葉 を 攪 拌 （ 天 地 返 し ） 可 能 な も の と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ こ で 、 本 実 施 形 態 に 係 る ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 ４ は 、 乾 燥 部 Ｂ が ４ つ の ボ ッ ク ス （ 区 間 ） で  
構 成 さ れ て お り 、 投 入 部 Ａ に 最 も 近 い ボ ッ ク ス に お い て 約 １ ２ ０ ～ １ ５ ０ ℃ 、 そ れ と 隣 接  
す る ボ ッ ク ス が 約 １ ０ ０ ～ １ ２ ０ ℃ 、 搬 出 部 Ｃ に 最 も 近 い ボ ッ ク ス と そ れ と 隣 接 す る ボ ッ  
ク ス が 約 ８ ０ ～ １ ０ ０ ℃ の 温 度 と さ れ る と と も に 、 乾 燥 部 Ｂ 全 体 に お い て 乾 燥 時 間 が ７ ～  
８ 分 と さ れ 、 茶 層 が ５ ０ ～ ７ ０ ｍ ｍ 程 度 に 設 定 さ れ て い る 。 こ の よ う な 条 件 下 で 乾 燥 さ せ  
る こ と に よ り 、 茶 葉 の 色 沢 の 悪 化 を 回 避 し つ つ ラ イ ン 能 力 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 そ し て 、 煉 瓦 碾 茶 炉 ３ （ 第 １ 乾 燥 装 置 ） 及 び ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 ４ （ 第 ２ 乾 燥 装 置 ） で 乾 燥  
さ れ た 茶 葉 は 、 つ る 切 り 機 ５ に よ っ て 茎 部 と 葉 部 と が 分 離 さ れ る と と も に 、 風 力 選 別 機 ６  
に よ っ て 茎 部 と 葉 部 と が 選 別 さ れ た 後 、 仕 上 げ 乾 燥 機 ７ に よ っ て 仕 上 げ 乾 燥 が 行 わ れ る こ  
と と な る 。 か か る 一 連 の 工 程 を 経 る こ と に よ り 、 独 特 な 香 気 を 持 っ た 高 品 質 な 碾 茶 を 得 る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 記 第 １ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 搬 送 過 程 の 茶 葉 に 対 し て 熱 を 加 え て 乾 燥 さ せ る 煉 瓦 碾 茶  
炉 ３ （ 第 １ 乾 燥 装 置 又 は 第 １ 乾 燥 工 程 ） と 、 搬 送 過 程 の 茶 葉 に 対 し て 風 を 当 て て 乾 燥 さ せ  
る ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 ４ （ 第 ２ 乾 燥 装 置 又 は 第 ２ 乾 燥 工 程 ） と を 有 す る の で 、 単 位 時 間 当 た り  
の 乾 燥 処 理 量 を 増 加 さ せ つ つ 碾 茶 本 来 の 独 特 な 香 気 を 十 分 に 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 乾  
燥 工 程 を 第 １ 乾 燥 装 置 に よ る 第 １ 乾 燥 工 程 、 及 び 第 ２ 乾 燥 装 置 に よ る 第 ２ 乾 燥 工 程 の ２ つ  
の 異 な る 乾 燥 工 程 を 経 る の で 、 茶 葉 の 乾 燥 時 に お け る 条 件 設 定 の 幅 を 広 げ る こ と が で き る  
。 特 に 、 第 １ 乾 燥 装 置 に よ る 乾 燥 （ 第 １ 乾 燥 工 程 ） 後 、 第 ２ 乾 燥 装 置 に よ る 乾 燥 （ 第 ２ 乾  
燥 工 程 ） を 行 わ せ る の で 、 含 有 水 分 が 多 い 乾 燥 初 期 に お い て 熱 を 加 え る こ と に よ り 、 香 り  
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成 分 を よ り 多 く 発 生 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 含 有 水 分 が 少 な い 乾 燥 後 期 に お い て 風  
を 当 て る こ と に よ り 、 効 率 的 に 乾 燥 さ せ る こ と が で き 、 色 沢 の 劣 化 を 抑 制 す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 第 １ 乾 燥 装 置 （ 第 １ 乾 燥 工 程 ） は 、 茶 葉 の 乾 燥 部 が 煉 瓦 で 構 成 さ れ る と と も に 、  
当 該 煉 瓦 か ら の 輻 射 熱 を 搬 送 過 程 の 茶 葉 に 加 え て 乾 燥 さ せ る 煉 瓦 碾 茶 炉 ３ か ら 成 る の で 、  
古 来 よ り 用 い ら れ て い た 煉 瓦 碾 茶 炉 と 同 等 の 独 特 な 香 気 の 碾 茶 を 得 る こ と が で き る 。 さ ら  
に 、 煉 瓦 碾 茶 炉 ３ の 茶 葉 の 投 入 側 に は 、 茶 葉 の 重 な り を 解 す 解 し 手 段 ２ が 配 設 さ れ た の で  
、 煉 瓦 碾 茶 炉 ３ に よ る 乾 燥 を 確 実 且 つ 円 滑 に 行 わ せ る こ と が で き る 。 ま た さ ら に 、 第 ２ 乾  
燥 装 置 （ 第 ２ 乾 燥 工 程 ） は 、 茶 葉 の 乾 燥 部 Ｂ に 熱 風 を 噴 出 可 能 と さ れ る と と も に 、 当 該 熱  
風 を 搬 送 過 程 の 茶 葉 に 当 て て 乾 燥 さ せ る ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 ４ か ら 成 る の で 、 単 位 時 間 当 た り  
の 乾 燥 処 理 量 を 増 加 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 、 本 実 施 形 態 に 係 る 碾 茶 の 乾 燥 装 置 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 に 係 る 碾 茶 の 乾 燥  
装 置 は 上 記 の も の に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 図 ６ に 示 す よ う に 、 赤 外 線 又 は 遠 赤 外 線 を 照 射 可  
能 な 照 射 手 段 １ ３ を 具 備 し た ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 ４ （ 第 ２ 乾 燥 装 置 ） と し て も よ い 。 か か る ネ  
ッ ト 式 碾 茶 炉 ４ は 、 乾 燥 部 Ｂ に お け る 茶 葉 の 搬 送 方 向 に 複 数 の 照 射 手 段 １ ３ が 配 設 さ れ 、  
搬 送 過 程 の 茶 葉 に 対 し て 照 射 手 段 １ ３ に て 赤 外 線 又 は 遠 赤 外 線 を 照 射 可 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 場 合 、 照 射 手 段 １ ３ は 、 乾 燥 部 Ｂ に お け る 搬 送 帯 Ｗ の 上 方 を 覆 っ た 天 井 部 に 取 り 付  
け ら れ 、 搬 送 帯 Ｗ 上 の 茶 葉 に 対 し て 赤 外 線 又 は 遠 赤 外 線 を 面 状 に 照 射 し 得 る よ う に な っ て  
い る 。 こ れ に よ り 、 搬 送 帯 Ｗ に よ っ て 乾 燥 部 Ｂ を 搬 送 さ れ る 過 程 の 茶 葉 （ 蒸 葉 ） は 、 熱 風  
発 生 手 段 ９ か ら の 熱 風 に 晒 さ れ て 乾 燥 さ れ る と と も に 、 照 射 手 段 １ ３ か ら の 赤 外 線 又 は 遠  
赤 外 線 が 照 射 さ れ て 化 学 的 作 用 が 施 さ れ る こ と と な る 。 な お 、 乾 燥 部 Ｂ は 、 同 図 に 示 す よ  
う に 、 閉 空 間 を 任 意 に 開 放 し て 排 気 可 能 な 排 気 ダ ン パ １ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 か か る 排 気  
ダ ン パ １ ４ は 、 乾 燥 部 Ｂ の 天 井 部 に お け る 所 定 部 位 に 形 成 さ れ た 開 閉 扉 か ら 成 り 、 蝶 番 等  
を 中 心 に 揺 動 す る こ と に よ り 開 状 態 と さ れ て 、 乾 燥 部 Ｂ の 閉 空 間 を 開 放 し て 排 気 を 上 方 に  
排 出 可 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 さ ら に 、 他 の 形 態 の ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 ４ （ 第 ２ 乾 燥 装 置 ） と し て 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 熱  
風 発 生 手 段 ９ 及 び 蒸 気 ボ イ ラ １ ５ を 有 し 、 茶 葉 の 乾 燥 部 Ｂ に 加 湿 熱 風 を 噴 出 可 能 と さ れ る  
と と も に 、 当 該 熱 風 を 搬 送 過 程 の 茶 葉 に 当 て て 乾 燥 さ せ る も の で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合  
、 蒸 気 ボ イ ラ １ ５ で 発 生 し た 蒸 気 と 熱 風 発 生 手 段 ９ で 発 生 し た 熱 風 と が 混 合 し て 加 湿 熱 風  
が 生 成 さ れ 、 そ の 加 湿 熱 風 が 流 路 部 １ ０ を 通 過 し て 搬 送 帯 Ｗ で 搬 送 さ れ る 茶 葉 に 当 た る こ  
と に よ り 乾 燥 さ せ て 碾 茶 を 得 る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の よ う に 、 茶 葉 の 乾 燥 部 Ｂ を 高 温 多 湿 状 態 と し て 乾 燥 す る よ う に す れ ば 、 搬 送 過 程 の  
茶 葉 を 十 分 に 乾 燥 さ せ る こ と が で き 、 品 質 に 悪 影 響 が 及 ん で し ま う の を 回 避 す る こ と が で  
き る 。 ま た 、 茶 葉 に 加 湿 熱 風 を 噴 出 し て 乾 燥 す る の で 、 温 度 及 び 湿 度 管 理 を 適 切 に 行 わ せ  
る こ と が で き る 。 よ っ て 、 搬 送 過 程 の 茶 葉 を よ り 十 分 且 つ 安 定 的 に 乾 燥 さ せ る こ と が で き  
、 品 質 に 悪 影 響 が 及 ん で し ま う の を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た さ ら に 、 上 記 の 如 く 加 湿 熱 風 に 代 え て 過 熱 蒸 気 を 搬 送 さ れ る 茶 葉 に 噴 出 し て 乾 燥 さ  
せ る よ う に し て も よ い 。 か か る 過 熱 蒸 気 は 、 例 え ば 図 ８ に 示 す よ う に 、 蒸 気 ボ イ ラ １ ５ 及  
び 加 熱 室 １ ６ を 有 し た 過 熱 蒸 気 発 生 器 に て 発 生 さ れ る も の で 、 搬 送 帯 Ｗ に て 搬 送 さ れ る 茶  
葉 に 対 し て 噴 出 し て 乾 燥 さ せ る も の と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 か か る 過 熱 蒸 気 発 生 器 に よ れ ば 、 蒸 気 ボ イ ラ １ ５ で 生 成 さ れ た １ ０ ０ ℃ 程 度 の 普 通 蒸 気  
が ホ ー ス Ｈ １ を 介 し て 加 熱 室 １ ６ に 至 り 、 そ こ で １ ２ ０ ～ ４ ０ ０ ℃ 程 度 ま で 温 度 上 昇 さ れ  
た 後 、 搬 送 帯 Ｗ に 送 ら れ る よ う に な っ て い る 。 加 熱 室 １ ６ は 、 同 図 で 示 し た よ う に 、 吸 入  
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管 １ ６ ｃ に ガ ン タ イ プ バ ー ナ １ ７ が 接 続 さ れ 、 該 ガ ン タ イ プ バ ー ナ １ ７ か ら の 熱 風 が 加 熱  
室 １ ６ 内 を 通 過 し た 後 、 排 出 管 １ ６ ｂ か ら 排 出 さ れ 得 る よ う 構 成 さ れ て い る 。 一 方 、 加 熱  
室 １ ６ の 内 部 は 、 複 数 の 細 管 １ ６ ａ が 配 設 さ れ て お り 、 か か る 細 管 １ ６ ａ の 一 端 が ホ ー ス  
Ｈ １ と 、 他 端 が ホ ー ス Ｈ ２ と そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 蒸 気 ボ イ ラ １ ５ か ら 送 ら れ て き た 普 通 蒸 気 が 細 管 １ ６ ａ を 通 過  
す る 過 程 に お い て 、 ガ ン タ イ プ バ ー ナ １ ７ に よ る 熱 風 で １ ２ ０ ～ ４ ０ ０ ℃ 程 度 ま で 加 熱 さ  
れ 、 過 熱 蒸 気 が 生 成 さ れ る こ と と な る 。 こ う し て 生 成 さ れ た 過 熱 蒸 気 は 、 搬 送 帯 Ｗ で 搬 送  
さ れ る 茶 葉 に 噴 出 さ れ る の で 、 茶 温 を 効 果 的 に 上 げ る こ と が で き 、 搬 送 過 程 の 茶 葉 を 十 分  
に 乾 燥 さ せ る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 第 ２ 乾 燥 装 置 （ 第 ２ 乾 燥 工 程 ） は 、 茶 葉 の 乾 燥 部  
に 過 熱 蒸 気 を 噴 出 可 能 と さ れ る と と も に 、 当 該 過 熱 蒸 気 を 搬 送 過 程 の 茶 葉 に 当 て て 乾 燥 さ  
せ る ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 ４ か ら 成 る の で 、 単 位 時 間 当 た り の 乾 燥 処 理 量 を 増 加 さ せ つ つ よ り 効  
率 的 に 茶 葉 を 乾 燥 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 加 え て 、 ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 ４ に 投 入 す る 茶 葉 を 均 一 に す る 散 茶 機 ２ （ 解 し 手 段 ） と し て 、  
あ ん ど ん ・ ベ ル ト コ ン ベ ア 等 を 設 け る も の と し て も よ く 、 茶 葉 に 打 圧 を 与 え て 表 面 に 水 分  
を 均 一 に 浮 き 上 が ら せ る こ と が で き る 打 圧 装 置 を 加 工 ラ イ ン に 配 設 す る よ う に し て も よ い  
。 な お 、 乾 燥 工 程 に お い て バ イ パ ス 経 路 を 設 け る こ と に よ り 、 第 １ 乾 燥 装 置 （ 煉 瓦 碾 茶 炉  
３ ） 及 び 第 ２ 乾 燥 装 置 （ ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 ４ ） の 乾 燥 順 序 を 任 意 に 入 れ 替 え る こ と が で き る  
も の と し て も よ い 。 酵 素 を 失 活 さ せ る 工 程 は 、 本 実 施 形 態 の 如 く 蒸 機 １ に よ る 蒸 し 工 程 に  
限 定 さ れ ず 、 蒸 気 以 外 の 釡 炒 り 、 炒 り 蒸 、 湯 蒸 し 、 熱 風 等 の 方 法 を 用 い て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
茶 葉 の 乾 燥 部 が 煉 瓦 で 構 成 さ れ る と と も に 、 搬 送 過 程 の 茶 葉 に 対 し て 煉 瓦 か ら の 輻 射 熱 を  
加 え て 乾 燥 さ せ る 煉 瓦 碾 茶 炉 か ら 成 り 、 風 に よ る 乾 燥 よ り も 熱 に よ る 乾 燥 効 果 が 高 く 設 定  
さ れ た 第 １ 乾 燥 装 置 と 、 搬 送 過 程 の 茶 葉 に 対 し て 風 を 当 て て 乾 燥 さ せ 、 熱 に よ る 乾 燥 よ り  
も 風 に よ る 乾 燥 効 果 が 高 く 設 定 さ れ た 第 ２ 乾 燥 装 置 と を 有 し 、 第 １ 乾 燥 装 置 に よ る 乾 燥 後  
、 第 ２ 乾 燥 装 置 に よ る 乾 燥 を 行 わ せ る も の と さ れ 、 且 つ 、 第 １ 乾 燥 装 置 の 乾 燥 部 内 に は 、  
上 下 方 向 に ２ 段 形 成 さ れ て 配 設 さ れ て １ 段 目 か ら ２ 段 目 に 茶 葉 を 搬 送 す る 搬 送 路 と 、 バ ー  
ナ に よ り 加 熱 さ れ て 煉 瓦 に 輻 射 熱 を 生 じ さ せ る 煙 導 と 、 が 配 設 さ れ 、 １ 段 目 の 前 記 搬 送 路  
の 方 が ２ 段 目 の 搬 送 路 よ り 煙 導 に 近 接 し た 位 置 で 延 設 さ れ る 碾 茶 の 乾 燥 装 置 で あ れ ば 、 外  
観 形 状 が 異 な る も の 或 い は 他 の 機 能 が 付 加 さ れ た も の 等 に も 適 用 す る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
１   蒸 機
２   散 茶 機 （ 解 し 手 段 ）
３   煉 瓦 碾 茶 炉 （ 第 １ 乾 燥 装 置 ）
４   ネ ッ ト 式 碾 茶 炉 （ 第 ２ 乾 燥 装 置 ）
５   つ る 切 り 機
６   風 力 選 別 機
７   仕 上 げ 乾 燥 機
８   バ ー ナ
９   熱 風 発 生 手 段
１ ０   流 路 部
１ ０ ａ   接 続 部
１ １   均 し 手 段
１ ２   撹 拌 手 段
１ ３   照 射 手 段
１ ４   排 気 ダ ン パ
１ ５   蒸 気 ボ イ ラ
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１ ６   加 熱 室
１ ７   ガ ン タ イ プ バ ー ナ
Ａ   投 入 部
Ｂ   乾 燥 部
Ｃ   搬 出 部
Ｗ   搬 送 帯
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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